
事業概要
（400字以内）

本事業は、兵庫県西宮市内の阪神電鉄本線鳴尾駅付近において、道路と鉄道との立体交差化を行うこ
とで、平面交差により阻害されていた当地域の安全で円滑な交通を確保するとともに、沿線の生活環境の
向上や都市機能の回復を図るため、兵庫県が事業主体となり、平成12年度から平成30年度までの事業期
間と約297億円の事業費をかけて実施したものである。
この事業では、阪神電気鉄道本線の鳴尾駅を含む、甲子園駅から武庫川駅までの区間約1.87ｋｍの鉄
道高架化による６箇所の踏切除却及び、鉄道の関連側道５路線と交差道路９路線の整備を実施した。

事業規模

事業延長（㎞） 約１．９㎞

幅員（ｍ） －

事業期間（和暦） 平成１２年～平成３０年

事業費（億円） 約２９７億円

受賞歴 有 ・ 無

ＵＲＬ https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks10/documents/0521naruorenritsu.pdf
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応募No. １１

事業主体 兵庫県 事業箇所 兵庫県西宮市浦風町～小松南町１丁目

応募者名 兵庫県土木部道路街路課

ふりがな
事業名称 阪神電鉄本線鳴尾駅付近連続立体交差事業

事 業 概 要
兵庫県：阪神電鉄本線鳴尾駅付近連続立体交差
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都市計画図(用途地域図)
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阪神電鉄本線（鳴尾駅付近）連続立体交差事業Ｌ＝１，８７０ｍ
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H21年5月 仮側道の整備完了 H23年7月 仮上り線切替 H24年10月 仮下り線切替

H27年3月 下り線高架切替 H29年3月 上り線高架切替
H30年度 側道・交差道路工事完了(事業完了)



事 業 前 写 真
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①交通渋滞の解消
〇小曽根線における最大渋滞長の変化

⑥南北の市街地を一体化

②踏切遮断の解消
〇事業区間内の踏切の平均遮断時間の変化

③踏切事故の解消
〇事業区間内の踏切の5年間の合計事故件数の変化

④交差部における交通需要の発現
〇交差部（踏切6箇所+新設交差3箇所）における交通量の変化

⑤自動車の平均走行速度の向上
〇小曽根線における朝・夕方混雑時の平均走行速度の変化

⑦徒歩５分圏の拡大
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○近隣の武庫川女子大学の学生と協働で駅舎デザイン案を作成
○同大学と阪神電気鉄道(株)が包括連携協定を締結し、高架下空間に“日本初”の本格的な大学施設が
進出

○地域住民や学生への学び場を提供すると共に、健康維持・増進ゾーンの整備などを通じ、多くの人々
が集まる新たな活動拠点づくりの推進

【デザインコンセプト】
『鳴尾の沖を行き交う帆掛舟』

駅舎の模型

協議の様子

完成した鳴尾駅

武庫女ステーションキャンパスを新たに設置

中央キャンパス

学校教育館

看護科学館

総合心理科学館

大学・地域・企業を繋げる

駅舎デザインの作成

⑧地元大学と連携した「地域と共生するまちづくり」

鳴尾駅
（改札）

高架下利用

武庫川女子大学

駅改札前に大学施設を展開

※駅名を『鳴尾・武庫川女子
大学駅』に変更（元.10.1）

①『武庫女ステーションキャンパス』（R元.10.7 オープン）
②『武庫女ステーションキャンパスアネックス１・２』（R元.11.22 竣工）

①

②

②

講義室、ジム、スタジオ

カフェ・金融機関

カフェ

レクチャールーム

金融機関
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①連絡協議会の設置
本事業の推進には地域住民の理解と協力が不可

欠であった。そこで、地元代表及び事業者相互の
緊密な連絡調整により事業の円滑な推進を目的と
して連絡協議会を設立した。
＜構成員＞
地元自治会、兵庫県、西宮市、阪神電気鉄道㈱

②万能塀ペインティング
平成22年度下半期に、地元の武庫川女子大学学

生・教員、里中町自治会員との連携により、仮上
り線北側の万能塀（仮設防護塀）に約100ｍ（高
さ約3ｍ）にわたるペインティングを行い、長期
に渡る事業のイメージアップを図った。「地元に
ゆかりのあるテーマ」を題材とし、「未来へ明る
く向かうことをイメージした」という色とりどり
の線路を中心に、地元の夏祭りや運動会、航海の
目印になっていたと言われる「鳴尾の一本松」な
どが描かれた。この万能塀ペインティングは、万
能塀が撤去されるまでの約6年間現地で展示され
た。

連絡協議会の様子

ペインティング製作状況

万能塀ペインティング
完成記念式典
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③高架切替イベント

高架切替を記念して、地元を中心に市民に向けた次のイベントを行った。
・レールウォーク
・旧鳴尾駅舎への感謝落書き
・子供駅長になって撮影会
・鉄道玩具の展示
・連立事業に関するパネル展示

レールウォークでは、先着1,000人の予定で当日午前10時より整理券を配布予定だったが、予
想を大きく上回る参加希望者の来場により、予定を早めて整理券を配布した。最終的には先着約
1,200人の鉄道ファンや親子連れなどが、鳴尾駅から出発し、使われなくなった仮上り線敷き約
350ｍを歩きながら、鉄道高架事業やまちづくりへの理解や関心を深めた。

レールウォークの様子 パネル展示旧鳴尾駅舎への感謝落書き
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